
21世紀金融行動原則（PFA21）の今後の方向性について 

2026 年 2 月 20 日 
運営委員会決議 

１． これまでの経緯 
●21 世紀金融行動原則 （PFA21）は、2010 年に中央環境審議会からの提言を受け、起草委員会

のもとでの議論を経てまとめられた。 
●設立後 10 年以上が経過し、現在の署名機関数は 300 を超え、WG でのセミナーやシンポジ

ウムの開催等を通じて、サステナブルファイナンスの主流化・普及に向け、国内における裾野
の拡大に一定の役割を果たしてきた。 

●他方、米国等における ESG バックラッシュの影響、国内外における ESG 関連イニシアティ
ブの林立など、外部環境も著しく変化しており、近年、署名を撤回する金融機関も出てきてい
る状態にある。 

●このような状況を踏まえ、PFA21 が今後も継続して、サステナブルファイナンスの高度化に
関し一定程度の影響力を有する活力ある組織として活動していくためにはどうあるべきか、
という点について、2024 年 12 月に WG 座長間ミーティングが開催され、その結果が 2025
年 2 月の運営委員会にて報告されたところである。 

 
２． WG 座長間ミーティングにおける議論の概要 

2024 年 12 月の WG 座長間ミーティングにおいては、以下のような指摘があった。 
●中長期の方向性や目標の明確化を図るべき。 
●地域や業界のニーズを反映し、参加者層の拡大を図るべき。 
●業態別 WG をはじめとする各 WG の役割と形態を再検討し横断的テーマを中心に据えた活

動を検討すべき。 
●署名機関以外の企業等の参画を促進する方法を検討すべき。 等 

 
３． 今後の対応（案） 

WG 座長間ミーティングにおける議論等を踏まえ、３～５年程度を期間とした戦略を策定す
ることとしたい。戦略においては、以下のような内容を含めることとしたい。 

（１）イニシアティブ全体の目的・存在意義の再・明確化 
「提言：ESG 金融大国となるための取るべき戦略」（2019 年３月公表）、外部環境の変化、環

境省や署名機関の想い等を踏まえ、イニシアティブ全体の目的や存在意義を 10 年程度の目線を
持って検討し再度明確化・言語化する。 

 
（２）中期ロードマップ 

（１）の目的や、 「提言：ESG 金融大国となるための取るべき戦略」に含まれた短期・中期・
長期アクションリスト等を踏まえ、リソースの制約等にも留意しつつ、３～５年程度の期間に
PFA21 全体として実施すべき活動等に関するロードマップを作成する。 



 
（３）組織活性化策 

より多様な署名機関から若手職員を含め多くの方々に WG の企画など何らかの役割を担って
いただけるよう積極的に働きかけを行うことなど、活動の活性化策を検討し実行する。 
 

（４）WG の再編等 
各業態を代表する団体においてもサステナブルファイナンスをテーマとした研究会等が開

催されている現状を踏まえ、署名機関のニーズに沿った業態横断的な議論を活性化する観点
からも、基本的に、現在設置されている業態別 WG を廃止し、テーマ別 WG に再編すること
等を検討する。テーマ別 WG に再編を行う場合、広く署名機関のニーズがあるテーマを選定
するためのプロセスなども含めて検討する。その他、地域での WG 開催や、双方向のコミュ
ニケーション確保など、WG の活性化につながる方策や、セミナー以外の WG 活動等につい
て検討する。 

 
（５）ガバナンス、外部機関との連携策 

PFA21 の組織運営改善等の観点から、アドバイザリーボード等を含むガバナンス体制の整備
や、関連ある外部機関との連携促進のあり方等を検討する。 

 
（６）その他 
  会費の引き上げ、金融機関以外の組織の参画のあり方、最優良取組事例表彰制度の改善、署
名機関のトップレベルの関与を促進する方策など。 
 
４． 対応体制（案） 

運営委員会決議により本件対応のためのタスクフォースを設置することとしたい。タスクフ
ォースの委員については、広く署名機関から立候補を募ることとし、検討を要する事項の分量
に留意し十分な体制となるよう留意する。 

また、本件対応のため、専門機関からプロボノ支援が受けられるよう調整するとともに、支
援が受けられない場合には必要な対応を検討する。 

 
５． スケジュール（案） ※現時点での想定 
 おおむね以下のようなスケジュールで議論を進めていきたい。 
 26 年 ２月 運営委員会にて本紙３～５について議論、（所要の修正を経た上で）決定 
 ３月 タスクフォース設置、戦略案の議論開始 
 ５月 運営委員会にてタスクフォースから戦略案の議論状況報告、議論 
 時期未定 アンケート等署名機関の意見を広く聴取するプロセス（→その結果等を踏ま
えて戦略案を修正） 
 10 月 運営委員会にてタスクフォースから戦略案の議論状況報告、議論 
 27 年 ２月 運営委員会にて戦略とりまとめ案を議論、（所要の修正を経た上で）決定 



 ４月 WG 再編等、戦略に基づく取組の実施 
  （※なお、とりまとめを待たずに実施可能な取組は並行して実施を検討。） 
  



参考（出所：環境省ホームページ） 

 

  



 
  





 



 
 
 
 
 



 
  



 

  



 


